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日本人英語学習者の中間言語構造

-be動詞の誤答パタンについて一

伊藤 千寿

1.中間言語と誤答分析

これまでの先行研究において､言語学習者の誤りのパタンにはある程度の法則

性が見られるということが､多くの研究者達によって確認されてきている｡そし

て､そのいくつかは日本の中学校での英語学習指導の場においても確かに見られ

るものであるo例えば "*Myfathel･likefishing."のように3人称単数現在形の官̀'

が欠落するとか､"☆Thismorningsheisgotupearlyrのようにbe動詞と一般動

詞とを併用する､などはその典型であり､異なる年度､異なる学校において同じ

パタンの誤りが繰り返し現れている｡

このような誤りを ｢学習の失敗｣ではなく､学習者にとって必要不可欠な過程

と捉えるべきであるとの考えを示したのがCorder(1967)である｡つまり､学習者

はその言語の習得に至るまでの過程として誤りのある文を作るのが自然なのであ

り､その誤りのパタンは学習者の習得レベルに応じて変化していくのである｡その

意味で､ある時点における学習者の誤りのパタンは､その時点での学習者の習得

レベルを反映しているものであると言える｡Corder(1967)は､このように規則的

に体系として現れる誤りを ｢エラー(errol)｣と呼び､そのような ｢エラー｣を学

習者独自の文法として持つ｢学習者言語｣にSelinker(1972)の "Interlanguage(日

本語訳では ｢中間言語｣)"という用語を与えている｡

｢ェラー｣には､母語からの影響によって生じるもの任nterlmgualErrors)と､

母語に関係なくすべての学習者にも共通して生じるもののevelopmentalErrors)

とがある｡また､指導方法や教材の配列によって生じる ｢エラー｣もある｡そし

て､Cor°er(1971)が述べていたように､同じ母語､同じ学習経験を持つ学習者は

同じような中間言語を持つようになる｡したがって､ある特定の言語を母語とす

る学習者の中間言語構造を明らかにすることができれば､その母語話者の習得過

程がどのようになっているかを知ることができるのであり､｢誤答分析研究｣や

｢中間言語研究｣といった領域の研究は､そのような期待のもとに行なわれてき

たのである｡
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2.研究の背景

日本人の英語学習の場において見通しを持った指導を行なうためには､日本人

の英語習得過程がどのようになっているかを知る必要がある｡そのための背景知

識として､まず日本人がどのような条件下で英語学習を行なっているのかという

ことをおさえておく必要がある｡ここではその日本人の英語学習環境について少

し述べてみたい｡

JolmsonandNewport(1989)の研究データによると､言語習得に最適な時期は

7歳であり､その後､言語習得能力は年齢と共に少しずつ下降していく｡そして､

大多数の日本人が本格的に英語の学習を始める中学入学時というのは､言語習得

に最適な時期をかなり過ぎているのであるが､まだ大人よりは有利に学習を進め

ることの出来る年齢である｡その習得能力も学年が進むとともに下降していくこ

とを考えると､中学1年時は英語学習において最も大切な時期ということになる｡

もう一つ重要なことは､日本人は英語を第二言語としてではなく､外国語とし

て学習しているということである｡日本の社会では､英語が使える方が便利とい

うことはあっても､英語を使えないために社会生活が成り立たなくなるようなこ

とはない｡したがって日常生活の中で英語の必要性を感じることもなく､ほとん

どの日本人にとっては英語を使う場面は学校や塾などでの学習の場に限られる｡

RicllardS(1972)によると､このような状況下での英語は､コミュニケーションの

手段というよりも国際理解や異文化理解を主たる目的とする教養として学ばれる｡

最近､日本の英語学習の目標として ｢コミュニケーション能力の育成｣が前面に

掲げられるようになっているが､それでも日本の社会に英語を使わなければなら

ない場がほとんど存在しないことを考えると､日本人にとっての英語は ｢第二言

語｣ではなくやはり｢外国語｣であると言える｡

ただ､英語からの借用語は日本語の中に広く浸透して日常的に使われており､

そのため､カタカナで覚えているものとはいえ生徒が中学に入学する段階で持っ

ている英語の語嚢はかなりのものである｡最近では､小学校での外国人英語指導

助手との交流会で簡単な英語を学ぶ機会も多く､生徒によっては中学入学以前に

塾や通信教育によって英語を学んでいる場合もある｡したがって､本格的に英語

学習を始めるのが中学入学時であるとは言っても､全くゼロからのスタートとな

るわけではない｡
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3.研究の目的と方法

本研究の誤答分析は､前述のような条件下で英語を学習する日本人中学生の英

語についてその中間言語構造の一端を明らかにすることを目的としており､それ

が日本人の自然な英語習得過程についての見通しにつながり､効果的な英語学習

指導のための一助となることを期待するものである｡今回分析の対象となったの

は中学1年生58名､中学3年生61名による英作文であり､その日程とタイトル

は以下のとおりである｡

3年生 2001. 4.17 M̀yFamily"

2001. 6.12 M̀yFavorite ''

2001. 7.18 ｢のび太くんの自己紹介｣

2001.ll.16 ｢日本の有名人｣

1年生 2001. 7.19 ｢自分のことについて英語で書いてみよう｣

2001.ll.6 ｢自分や家族･友達などについて英語で書いてみよう｣

3年生の第3回の英作文は､あるマンガの主人公の立場から自己紹介文を書い

たものである｡いずれの場合にも､教科書や)-ト､辞書などを使うことや､質

問をしたり相談をしたりしながら書くことを許可していたので､これらの英作文

は生徒が自力で書いたものとは言えないし､実際には現れるはずだった｢エラー｣

がかなり回避されているものと思われる｡また､本研究では文法上の ｢エラー｣

のみをその対象とし､語用論的 ｢エラー｣や表記法上の ｢エラー｣などについて

は扱わない｡

ところで ｢エラー｣は第1回の英作文においてすでに法則性を持って現れてお

り､中でも動詞に関わる ｢エラー｣が多い｡本研究ではその中でも特にbe動詞

の ｢エラー｣に焦点を絞って分析を行なっていく｡分析の過程でそれぞれの ｢エ

ラー｣がDevelopmentalErrorsであるかどうか､(つまり､その ｢エラー｣がす

べての英語学習者に共通のものであるのか､それとも日本人のみに起こりうるも

のであるか)を判断する際には､Richards(1971)およびDulayetal.(1982)によ

るDevelopmentalErrorsの表を参照するoRichards(1971)の表では､日本語､

中国語､ビルマ語､フランス語､チェコ語､ポーランド語､タガログ語､マオリ

語､マルタ語､インディアン諸語､西アフリカ諸語の母語話者に共通して現れた

｢ェラー｣がリストアップされてあり､一方Dulayetal.(1982)の表では､母語

としての英語習得過程と第二言語としての英語習得過程との対比がなされ､両者
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に共通の ｢エラー｣がまとめられている｡

なお､｢エラー｣をピックアップする際､1つの文の中に2つ以上の ｢エラー｣

が見られることもあり､その場合には一つの文が2つ以上の分類項目に該当する

ことになる｡例えば

*Mybrotherand払theriSPlayedbaseballyesterday.

という文では不必要な"is"が使われているだけでなく､複数の主語に対しでìs"と

いう形が選択されているという｢エラー｣も含まれているのである｡

また､1つの ｢エラー｣について必ずしもはっきりとした説明を与えることが

できるとは限らず､二つ以上の原因が考えられる場合や原因が特定できない場合

もあるということを想定しておかなければならない｡したがって､考察に当たって

は､｢エラー｣についての完全な説明を求めることは無理であるということを前提

とし､現時点において考えられる説明を可能な限り求めることを目標とする｡

4.分析結果と考察

以下に､前述の方法による分析を通して得られた ｢エラー｣およびその考察を

例文と共に示していく｡なお､例文のつづりの誤りはすべて修正して記述してある｡

4.1.be動詞と｢股動詞の併用

この中で｢be動詞+一般動詞｣の形をとっているものは､Richards(1971)の表

にもDevelopmentalErrorとして挙げられており､したがって､日本語以外の言

語を母語とする英語学習者にも共通に現れる ｢エラー｣であることが確認されて

いるものであるO以下の例文を見ると､この場合のbe動詞はただ主語と一般動詞

とを紫やためだけに使われているようである.

【1】 ★Mybrotherisplaybaseba皿eveⅣday.

[2】 ☆Mybrotherandmy血therareusecomputer.

[3] *rmspeakJapaneSe.

[4] *Mybrotherand血theriSPlayedbaseballyesterday.

[5】 *Thismomingsheisgotupearly.
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同じようにbe動詞が主語と助動詞とを繋いでいる例としては

[6】 ☆Sheismustgetupatsix.

のような文がある｡また､このタイプの文を否定文にする場合には､

[7】 ☆Ⅰ'mdon'tspeakFrenchandPortuguese.

[8] *I'mdonothkemusic.

のようにbe動詞によって主語と一般動詞の否定形とを結ぶ方法と､

[9] ☆I'mnothkestlldy.

[101☆Sheisnothkesshopping.

のようにbe■動詞そのものを否定形にする方法の､2つのパタンが見られた｡

ところで､【7】[8]の否定文と【9][10]の否定文とでは､どちらの習得レベルが上で

あると考えるべきだろうか｡筆者としては､これらは同じレベルのものであると

の考えであるol7】[8]はbe動詞の否定文の作り方が､[9][10]は一般動詞の否定文

が定着していない結果であり､どちらにしても両方の否定文が定着したときに､

学習者は上のような構造の文があり得ないことに気づくのではないだろうか｡

次の文では､一般動詞の目的語がさらにその後に続くbe動詞の主語となって

おり､be動詞以下がなければ一般動詞を用いた文としては正しい構造になってい

る｡

[111☆IlikeSingeriSKiyotaka.

[12]☆ShegotgoldmedalisSydneyOlympic.

[13]★IlikeJuhchiOkadaisthebestinthegroup.

これらは一般動詞の目的語にさらに情報を付け加えるためにbe動詞を用いたも

のと捉えることができる｡ただし【11】【121については､対応する日本語文と比較し

てみると日本語の語順による影響も考えられる｡
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【11】'私の好きな歌手は清貴｡

【121'彼女が金メダルをとったのはシドニーオリンピック｡

ill

このような構造の文はmchards(1971)やDulayetal.(1982)の表には見られず､

日本人に特有の ｢エラー｣である可能性がある｡

次の例文は､対応する日本文と比較してみると分かるとおり､明らかに日本語

の語順の影響を受けていると思われる｡

[14]*MyfavoriteplayiSbasketball.

[14]'私の好きなプレイはバスケットボール｡

[15]'DoraemonlikeisDorayaki.

【15】' ドラえもんが好きなのはどら焼き｡

[16]*Doraemonisal80(always?)Ihelpis.

【16】' ドラえもんはまた (いつも?)私を助ける｡

[171☆IchirouishighschoolingraduationaRerOriⅩenter.

【17]'イチローは高校卒業後オリックスに入った｡

[181☆It'S7:10pmgethome.

【18】'7:10に家に着く｡

[19]*Sheismaybemusiclike.

[19]'彼女はたぶん音楽が好き.

[20]'Sheisinterestingthink.

担01'彼女は面白いと思う｡

ただし【141についてぽp̀lay''を名詞として使っている可能性もあり､その場合に

は､これは文法上ではなく語嚢上の ｢エラー｣ということl子なるO

ところで､それぞれ英文と日本語文とを比較すると､日本語の ｢～は｣に当た

る部分に"is''が使われていることがわかる.授業では ìs''の意味を ｢～である｣と

学習しているはずであるが､おそらく英語で ìS"が主語と補語とを繁く働きをす

ることと､日本語で ｢～は｣が主語と補語とを繋いでいることとが意識の中で結

びつき､"is"が ｢～は｣の逐語訳として使われるようになったものと思われる｡ま

た､【18]には時刻を表す"it:'という英語の要素も入っており､これは日本語の語順

のみによって英文を扱っているレベルから一歩進んだ段階であると言えるO
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4.2.be動詞の欠落

以下のような be動詞の欠落も､中学生による英作文の中でしばしば見られる

｢ェラー｣である.

[21]*Mysisterelementaryschoolteacher.

[22]'HepopularintheStates.

[23]*HefromAlchi.

[24】 ☆Mymotherplayingtemi S.

[25】☆Grandmothermakingmybreakfastanddinner.

[26]'Ilookingbaseballeveryday.

これはDulayetal.(1982)の表にも見られるDevelopmentalErrorであり､さら

に[24][25】[26]のような進行形での be動詞の欠落は､Richards(1971)の表でも

DevelopmentalErrorとして挙げられている｡その他の､

[27】 ☆My血thernam e(nam e).

[281台I丘iend(nam e).

のように所有格標識の欠落を伴ったものや､

[30]*Ⅰ'm丘iendI)oraemon.

[32]☆Ⅰ'mfami1y血therandmotherandDoraemon.

[33]'rmbirthday,Decembertwenty-eighth.

のように"Ⅰ'm"と"my"との混同を伴ったものについては､Ddayetal.(1982)や

Richards(1971)の表にはリストアップされてはいないが､ただこのようにbe動

詞の欠落が頻繁に起こるのは､すべて be動詞の性質そのものに起因すると思わ

れるoQuirketal.(1976)が繋辞としてのbe動詞について述べているところによ

ると､それは実質的な意味内容はほとんど持っておらず､ただ主語と補語とを結

びつけるためだけに用いられているものなのである｡そのように繋辞としてのbe

動詞が意味的に唆味な存在であることが､学習者にその存在意義が意識されず､

欠落させられてしまうことにつながるのであろう｡
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4.3.主語とbe動詞との不一致

英語では主語の人称や数によって be動詞がどの形をとるべきかが決まるので

あるが､その規則が定着していない段階の英作文では､

[34】☆Myparentsis(name)and(name).

[35】☆Theirsongsisverygood.

[36]'TheywaspopularinJapan_

[37]'JapanesefamousPeopleisIchiro.

[38]*Japanese払mouspeopleisAyum iHamasaki.

[39]*JapanesefamouspeopleisSnap.

[40]*Bothgroupisveryomoshiroi帆mny).

[41]'Mybrotherandfatherisplayedbaseballyesterday.

[421★Myfatherandlishkefishing.

のような数の不一致や

[43]*IisJaianfriend.

[44】 ☆Meis血n.

[45]★Englishteacheram(teacher'sname).

のような人称の不一致がよく見られる｡その中でも特に目立つのは､複数形の主

語や1人称単数の主語に対する"is"の過剰使用であり､上の例文でも【45】以外の文

･にはすべでìs"が使われている｡

いくつかの活用形の中で特定の形のみを"archi-form"として使用することによ

る ｢エラー｣についてはDulayetal.(1982)によってDevelopmentalErrorの一

つとして紹介されている.しかし､その中でも特に"is"が àrchi-form"として選ば

れることについては､それがどの母語話者にも言えることなのか､それとも日本

人特有のことなのかを､現段階で断定することはできない｡ただ､生徒の使って

いる教科書の構成を考えると､これが教材配列による影響である可能性はかなり

大きいのではないかと思われる｡その教科書では､生徒が初めてbe動詞を複数の

主語とともに使うのは1学年の2学期に入ってからであり､それまでの数ヶ月間､

be動詞は単数の主語との組み合わせのみで用いられる｡そしてその場合､T̀'およ

び"you"以外の主語には常に"is"が用いられるのであり､その意味では àm"や"are"

は特殊な形なのである.複数の主語が導入された後は､むしろ"are"の方が一般的
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に使われる形となるはずなのであるが､学習初期における数ヶ月間の"is"の印象

があまりにも強いことに加えて､教科書では複数形の主語に"are"が使われること

が重点項目として扱われていないこともあり､"is"は確かに"archi-form"として選

ばれやすい状況下にある｡

4.4.補語とbe同詞との不一致

この ｢エラー｣には､主語の数が誤っている場合と補語の数が誤っている場合

との2つのパタンがある｡

[46】☆MybendsnameisJaian,Suneo,Shizuka.

[47】★JapanesefamoussoccerplayerisNakta,Ono,Inamoto,

Yanagillara.

[48]*Myfriendis(nam e)and(name).

のような文では複数形にするべき主語が単数形になっており､これは主語を用い

る際に数についての考慮がなされなかったことの表れであると言える｡これらの

文においては be動詞が表面的には正しい形をとっていても､主語が正しく複数

形で使われた場合においてもbe動詞がそれに応じた形で使われるかどうかにつ

いては疑問が残る｡

一方､補語における数標識が誤っている

[49]*She'Sbest丘iends.

[50】☆Theyaremy払end.

[51]*Myauntanduncleareteacher.

のような文では､be動詞は主語との関係において正しい形が選択されており､be

動詞の用法それ自体については何の問題もない｡

4.5.文の構成上の誤り

これはbe動詞の ｢エラー｣と言うよりも､be動詞を含めた文全体の構成に関

する ｢エラー｣である｡ その中で特定の単語の位置のみが誤っている例として

[52】☆Mymother'8makingdinneralways.

[531★MyhendJaianbewanttosingerthefuture.
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のような文があるol52】ではbe動詞の後に来るべぎàlways"が文末に来ているが､

これは､"always"を置くべき位置がよく理解されておらず､文の構成を乱さずに

すむ文末を選んで置いた結果であろうol531では ẁane'の3人称単数標識や"the

future"の前の前置詞が欠落してはいるが､語順として誤っているものはEbe"の位

置のみであり､これは､主語の後にbe動詞を置くという意識が t̀o"の後に来るべ

き̀℃e"を移動させてしまったことによるのではないだろうか｡

文全体が英語の語順から外れている例の中で､

[54]*Beefisverylike.

【541'牛肉はとても好き｡

[55】_☆Mygrandmotherisveryworkandveryfine.

【55】'私の祖母はとても働くしとても元気｡

[56]*Doraemonispocketveryverynice!!

【56】' ドラえもんはポケットがとてもとてもすてき｡

[57】☆Japanin払mousgirlisAymi Hamasaki.

【57】' 日本で有名な女性は浜崎あゆみ｡

[58]*Ihowoldistwelve.

【581'私の年齢は12歳｡

などは､付記した日本文からもわかるように日本語の語順で構成されている｡ま

た､be動詞の位置のみが誤っている文の中でも

[59]*FirstCDisnameApollo.

【59】' 1枚目のCDは名前はアポロ｡

[60]'Tsuyoshiisbirthday4/10.

【60】'剛は誕生日が4月10日｡

などはやはり日本語の語JI折の影響を受けている｡

一方､次の例では､所々が英語の構造になってはいるものの全体的に見ると日

本語の語順からも英語の語順からも外れている｡

[61]*MynameisNobiNobitaelementaryschool.

[62】 ☆SongisASongForXXatcMisSeasons.

[64】*Thataresongisverygood.

[65】'Myit'86:30amgetup,it'S7:40amleaveforSChool.
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[66]☆Mybrotherit'sbirthday,April2.

これらの文は見るからに思考の流れのままに語句を並べただけのものであり､言

語規則と言えるものが安定した形で機能しているようには思えない｡ここではbe

動詞は文中で不規則に用いられており､所々で思考の断片を繁く働きをしている

かのようである｡おそらくこれは､言語が規則を持った体系として意識される前

の段階のものであろうが､もしかしたら英語が日本語とは異なる新しい言語体系

であることを意識している現れなのかもしれない｡

4.6.̀Tm"ど m̀y''との混同

次に示すのは m̀y"が使われるべきところに̀Tm"が用いられている例であるo

l67】 ☆Ⅰ'm血thernameis(name).

[68]*rmnameis(name).

[69]*rmfriendsisDoraemon,JaianDekisugi,Suneo,Shizuka,

この｢エラー｣はRichards(1971)やDulayetal.(1982)の表にはリストアップさ

れておらず､したがって他の母語話者にも同様の ｢エラー｣が見られるかどうか

は不明である｡ただ､これが生徒の用いている教科書での教材配列の影響による

ものである可能性は考えられる｡つまり､中学校に入学して初めて学ぶ構文が

T̀m"であり､その後しばらくの間ぽTm"を用いた文を集中的に練習するため､

"my"を覚えた後にも̀Tm"の印象が強く残ってしまうのである｡

4.7.主語+be動詞の欠落

次の文では､be動詞だけではなく主語までもが欠落している｡

[70]*(schoolnam e)teacher.

[71]*FromTokyo.

[72]*Butbad.

現在進行形における主語およびbe動詞の欠落についてはDevelopmentalError

の一つとしてDulayetal.(1982)の表に例文が挙げられており､日本人中学生に

よる ｢エラー｣もこれと同質のものであると思われる｡ただしそれを断定するた

めには､さらにデータを集めて検討を行なう必要がある｡
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4.8_時制の誤り

本研究のデータはいずれも現在の状況について書かれた英作文であり､その中

で be動詞が過去形や未来形で使われている場合､それは ｢エラー｣ということ

になる｡

[73】☆She血llbeabletospeakEnglish.

[74]'Ayuwassinger.

[75]'TheywaspopularinJapan.

[73】の ｢エラー｣は､未来について述べている文の"willbeableto"を教科書から

そのまま抜き出して使ったことによるものであり､【74】と【751はおそらく現在形
と過去形との混同が原因となっているものである｡このことについてもこれ以上

の考察を行なうためには､さらに多くのデータを集めなければならない｡

5.結論

これまでの考察を概観してみると､be動詞絡みの ｢エラー｣についての3つの

事実が浮かび上がってくる｡第-に､be動詞はその唆味な性質ゆえに様々な ｢エ

ラー｣を引き起こす要素を持っているということである｡繋辞としての be動詞

が実質的な意味内容を持たずにただ主語と補語を繁くだけの存在であることから､

その存在意義が認識されずに欠落させられたり､繋ぎとしての機能が過剰適用さ

れて本来使われることのない部分に使われたりするのである｡また､日本語の影

響による語順の ｢エラー｣を含む文の中では､｢～は｣の逐語訳としても使われて
いる｡

第二に､｢エラー｣には確かに段階があり､それが学習者の習得レベルを反映し

ているということである｡例えば日本語の語順で構成されている文や思考の流れ

のままに語句を並べたような文においても､部分的に英語の構造が挿入されてい

ることがあり､学習者に少なくともその構造は定着したのだという現れであると

受け取れる｡さらに進んだレベルでは英語の要素と日本語の要素の占める割合が

逆転し､例えば be動詞と一一般動詞の併用のような､英語の構造が主体となった

文での ｢エラー｣が多くなるのであろう｡

第三に､Richards(1971)やDulayetal.(1982)の表にリストアップされている

DevelopmentalEITOrSが日本人の英作文に見られた場合､それは普遍的な発達

過程として現れているだけではなく､日本語の文法からの影響も相乗効果を与え

ている可能性を排除できないということである｡例えば ìs''の過剰使用に関して

は､特定の活用形を"archi-fom"として使用するDevelopmentalErrorsとして説
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明を行なったが､日本語の ｢～です｣が主語の性や数によって変形することはな

いという事実は全く影響を及ぼしていないと言えるだろうか｡これに対する答え

を求めるためにはさらに研究を進めていく必要があり､現段階においては､確実

に日本語からの影響によって生じる ｢エラー｣であると言い切れるのは､語順に

関する ｢エラー｣のみである.

これまでに論じてきたような ｢エラー｣が言語習得に必要不可欠な過程である

ならば､指導者は ｢エラー｣をいかに回避するかを考えるよりも､それは当然現

れるべきものであるとの前提に立ち､そこからどのように次の段階へと導いたら

良いかを考える方が合理的である｡｢エラー｣はその学習者の中間言語構造および

現在の習得段階を知るための有効な手がかりとなるのであり､指導者にはこれを

的確に捉えて見通しを持った英語学習指導を行なっていくことが望まれる｡｢誤

答分析｣は､そのための有益な情報を数多く与えてくれるのであり､指導者がこ

れを有効に活用することによって､学習者の自然な言語習得過程に沿った教材配

列や指導計画を作成することが可能となるのである｡
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